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(57)【要約】
【課題】　使用する際に、容器からカバーキャップを取
り外すだけの１アクションで、中栓と塗布部材との流路
を開口できる、塗布容器を提供すること。
【解決手段】　容器Ａと、容器Ａの口部１に取着された
中栓Ｂと、中栓Ｂに装着された塗布部材Ｃと、塗布部材
Ｃを覆うカバーキャップＤとを備える塗布容器であって
、容器Ａの口部１は、ネジ７が螺設された口筒部４を含
み、中栓Ｂは、容器Ａ内部に連通する流通孔１９と、塗
布部材Ｃを中栓Ｂから離隔する方向に付勢するスプリン
グＨとを含み、塗布部材Ｃは、中栓Ｂの流通孔１９を開
閉する注出パイプＥを含み、カバーキャップＤは、口筒
部１のネジ７に螺合するネジ６５を含み、閉蓋時に、ス
プリングＨの付勢力に抗して塗布部材Ｃを中栓Ｂに近接
させることにより中栓Ｂの流通孔１９を閉じることを特
徴とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器と、容器の口部に取着された中栓と、中栓に装着された塗布部材と、塗布部材を覆
うカバーキャップとを備える塗布容器であって、
　容器の口部は、ネジが螺設された口筒部を含み、
　中栓は、容器内部に連通する流通孔と、塗布部材を中栓から離隔する方向に付勢するス
プリングとを含み、
　塗布部材は、中栓の流通孔を開閉する注出パイプを含み、
　カバーキャップは、口筒部のネジに螺合するネジを含み、閉蓋時に、スプリングの付勢
力に抗して塗布部材を中栓に近接させることにより中栓の流通孔を閉じることを特徴とす
る塗布容器。
【請求項２】
　中栓は、容器の口筒部に嵌着される嵌着筒と、嵌着筒の下端から内方へ延びる下連結壁
を介して立設される内筒とを有し、
　スプリングは、嵌着筒と下連結壁と内筒とによって形成された環状溝に収容されること
を特徴とする請求項１に記載の塗布容器。
【請求項３】
　中栓は、内筒の上端から内方へ延びる上連結壁を介して垂設され、注出パイプを案内す
る案内内筒と、案内内筒の下端に形成された底壁と、案内内筒に穿設された流通孔とを有
することを特徴とする請求項２に記載の塗布容器。
【請求項４】
　塗布部材は、注出パイプを装着するとともに、塗布具を立設した塗布具保持体と、塗布
具保持体を嵌挿する取付カバーとを含むことを特徴とする請求項１～３のいずかに記載の
塗布容器。
【請求項５】
　中栓は、取付カバーを摺動自在に案内する案内外筒と、案内外筒に形成された係止突条
とを有し、
　取付カバーは、カバーキャップの開蓋時に中栓の係止突条と係合する係止環を有するこ
とを特徴とする請求項４に記載の塗布容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗布容器、とくに、容器中の内容液を塗布するため、塗布部材を容器口部に
取着した塗布容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、チューブ容器の口部に塗布部材を取着した塗布容器において、容器を押圧するこ
とによって内容液を注出しながら塗布部材で塗布するようにしていた。
　しかし、塗布容器を使用しないときは、塗布部材にカバーキャップを被せておく程度で
あったため、誤って容器を押圧すると、内容液が塗布部材からカバーキャップ内に注出し
て溜まったり、カバーキャップを押し開けて内容液が注出するという問題があった。
【０００３】
　このため、容器の口部に取着した中栓に流通孔を穿孔し、塗布部材に流通孔を開閉する
注出筒を設けることにより、塗布部材を装着した取付カバーを、一定範囲で廻動すること
で、中栓と塗布部材との間の流路を開閉する塗布容器が従来から知られている。（例えば
、特許文献１参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２１９７６８号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１記載の塗布容器では、使用する際に、カバーキャップを
取り外した後、取付カバーを廻動して中栓と塗布部材との間の流路を開口する必要があり
、使用するまでに２アクションを要するため、塗布容器を使用する際に、手数がかかると
いう問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記問題を解決することを課題とし、使用する際に、容器からカバーキャッ
プを取り外すだけの１アクションで、中栓と塗布部材との流路を開口できる、塗布容器を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記の課題を解決するため、塗布容器として、容器と、容器の口部に取着さ
れた中栓と、中栓に装着された塗布部材と、塗布部材を覆うカバーキャップとを備える塗
布容器であって、容器の口部は、ネジが螺設された口筒部を含み、中栓は、容器内部に連
通する流通孔と、塗布部材を中栓から離隔する方向に付勢するスプリングとを含み、塗布
部材は、中栓の流通孔を開閉する注出パイプを含み、カバーキャップは、口筒部のネジに
螺合するネジを含み、閉蓋時に、スプリングの付勢力に抗して塗布部材を中栓に近接させ
ることにより中栓の流通孔を閉じることを特徴とする構成を採用する。
【０００８】
　中栓の具体的実施形態として、中栓は、容器の口筒部に嵌着される嵌着筒と、嵌着筒の
下端から内方へ延びる下連結壁を介して立設される内筒とを有し、スプリングは、嵌着筒
と下連結壁と内筒とによって形成された環状溝に収容されることを特徴とする構成を採用
し、さらに、中栓は、内筒の上端から内方へ延びる上連結壁を介して垂設され、注出パイ
プを案内する案内内筒と、案内内筒の下端に形成された底壁と、案内内筒に穿設された流
通孔とを有することを特徴とする構成を採用する。
　また、塗布部材の具体的実施形態として、塗布部材は、注出パイプを装着するとともに
、塗布具を立設した塗布具保持体と、塗布具保持体を嵌挿する取付カバーとを含むことを
特徴とする構成を採用する。
　また、中栓の別実施形態として、中栓は、取付カバーを摺動自在に案内する案内外筒と
、案内外筒に形成された係止突条とを有し、取付カバーは、カバーキャップの開蓋時に中
栓の係止突条と係合する係止環を有することを特徴とする構成を採用する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の塗布容器は、上記構成を採用することにより、使用する際に、カバーキャップ
を廻動して取り外すと、カバーキャップの上昇に伴って、カバーキャップによって押さえ
込まれていた塗布部材がスプリングで押し上げられ、中栓の流通孔を開口することができ
、容器からカバーキャップを取り外すだけの１アクションで、容器内の内容液を注出して
塗布することができる。
　また、本発明の塗布容器は、スプリングが中栓の嵌着筒と下連結壁と内筒とによって形
成された環状溝に収容されることにより、容器内の内容液がスプリングに触れることなく
、中栓の流通孔から注出パイプに流入させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例である塗布容器のカバーキャップを閉じた状態を示す側面断面図
である。
【図２】本発明の実施例である塗布容器の構成パーツを示す図であり、（ａ）はカバーキ
ャップの半断面図、（ｂ）は容器の半断面図である。
【図３】本発明の実施例である塗布容器の構成パーツを示す図であり、（ａ）はスプリン
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グの側面図、（ｂ）は中栓の半断面図、（ｃ）は中栓の下面図である。
【図４】本発明の実施例である塗布容器の塗布部材の組立状態を示す半断面図である。
【図５】本発明の実施例である塗布容器のカバーキャップを外した状態を示す側面断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明の塗布容器について、実施例を示した図面を参照して説明する。
【実施例】
【００１２】
　図１において、Ａは容器、Ｂは容器Ａに取着された中栓、Ｃは中栓Ｂに対してスプリン
グＨを介して摺動自在に装着された塗布部材、Ｄは塗布部材Ｃを覆うカバーキャップであ
る。
【００１３】
　図１および２（ｂ）に示すように、容器Ａは、チューブ容器であって、口部１と押圧変
形可能な胴部２とから構成されている。
　口部１は、隔壁３と口筒部４とを含み、隔壁３は、中央に開口５が設けられている。
　口筒部４は、上端をリング状の筒端面６とし、その下方外周に、雄ネジ７が螺設されて
いる。
【００１４】
　図３（ｂ）および（ｃ）に示すように、中栓Ｂは、容器Ａの口筒部４の内周に嵌着され
る嵌着筒１０と、嵌着筒１０の内周下端部から内方へ延びるリング状の下連結壁１１を介
して立設される内筒１２とを備えている。
　嵌着筒１０の外周上端部には、フランジ１３が設けられ、その上方には、案内外筒１４
が立設され、案内外筒１４の外周上端部には、係止突条１５が形成されている。
【００１５】
　内筒１２には、内周上端部から内方に延びるリング状の上連結壁１６を介して垂設され
る案内内筒１７が形成され、案内内筒１７の内周下端部は、底壁１８が形成されている。
　案内内筒１７の下方には、等間隔に複数の流通孔１９が穿設され、底壁１８には、案内
内筒１７の内周から一定の距離を隔てて係止リング２０が立設されている。
　案内内筒１７の上端部には、内周にシール突条２１が形成された注出パイプ受け筒２２
が立設されている。
【００１６】
　図１に示すように、中栓Ｂの嵌着筒１０と下連結壁１１と内筒１２とによって形成され
た環状溝には、スプリングＨが収容されるようになっている。
【００１７】
　図４に示すように、塗布部材Ｃは、注出パイプＥと、塗布具保持体Ｆと、取付カバーＧ
とから構成されている。
【００１８】
　注出パイプＥは、注出孔３０を穿孔した筒体３１と、筒体３１の外周中間部に突設され
た取付フランジ３２を備えている。
　筒体３１の下端は、中栓Ｂの案内内筒１７の内周下部と、係止リング２０の間に嵌挿さ
れる弁筒３３となっており、取付フランジ３２の周縁には突出環３４が突設され、取付フ
ランジ３２の下面には膨出環３５が設けられている。
　さらに、筒体３１の外周には、取付フランジ３２よりも上方に、抜け止め環３６が突設
されている。
【００１９】
　塗布具保持体Ｆは、本実施例では、塗布具を刷毛４０としたものであり、円盤状の刷毛
保持部４１と、刷毛保持部４１の周縁に沿って垂設された注出パイプ保持部４２とから構
成されている。
　刷毛保持部４１の中央には、注出パイプＥの筒体３１を嵌挿する挿入孔４３が穿設され
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、挿入孔４３の周囲の上面には、リング状の刷毛保持孔４４が穿設され、刷毛保持孔４４
には、略円錐状に刷毛４０が植設されている。
【００２０】
　注出パイプ保持部４２の内周下端部には、取付フランジ３２周縁の突出環３４の下面に
係合する膨出環４５が設けられ、外周下端部は、突出環４６となっている。
　さらに、刷毛保持部４１の外周には、軸方向に回り止め外歯４７が刻設されている。
【００２１】
　取付カバーＧは、上壁５０を設けた上部筒壁５１と、上部筒壁５１下端から外方に延設
されたカバー段部５２と、カバー段部５２の外縁から垂設された下部筒壁５３とを備えて
いる。
　上壁５０には、刷毛４０を収束するため、下端を円形、上端を楕円形として、下端より
上端の開口面積を狭くした刷毛収束筒５４が、上壁５０内周縁に沿って立設されている。
　本実施例では、刷毛収束筒５４の上端は、楕円形としているが、円形でも構わない。
【００２２】
　上部筒壁５１の内周下端部には、膨出環５５が設けられ、膨出環５５の上方には、軸方
向に回り止め内歯５６が刻設されている。
　下部筒壁５３の内周下端部には、取付カバーＧの上昇時に、中栓Ｂの係止突条１５と係
合する係止環５７が設けられている。
【００２３】
　図２（ａ）に示すように、カバーキャップＤは、頂壁６０と、頂壁６０の周縁から垂設
された側周壁６１とから構成され、側周壁６１は、上部側周壁６２と、上部側周壁６２の
下端から外方に延設されたキャップ段部６３と、キャップ段部６３の外縁から垂設された
下部側周壁６４とを備えている。
　下部側周壁６４の内周には、口筒部４の雄ネジ７と螺合する雌ネジ６５が螺設されてい
る。
【００２４】
　次に、本塗布容器の組立について説明する。
　まず、塗布部材Ｃの組立は、図４に示すように、塗布具保持体Ｆの下方から注出パイプ
Ｅの筒体３１を嵌挿して、刷毛保持部４１の下面を取付フランジ３２の上面と当接させ、
注出パイプ保持部４２内周下端部の膨出環４５を取付フランジ３２周縁の突出環３４の下
端縁と係合させるとともに、挿入孔４３の上端を抜け止め環３６の下端縁と係合させて、
注出パイプＥと塗布具保持体Ｆとを結合させる。
【００２５】
　次いで、注出パイプＥと結合させた塗布具保持体Ｆを取付カバーＧの下方から嵌挿し、
刷毛４０を刷毛収束筒５４で収束して上昇させ、刷毛保持部４１外周の回り止め外歯４７
を上部筒壁５１内周の回り止め内歯５６と噛み合わせながら、塗布具保持体Ｆの下端の突
出環４６を上部筒壁５１内周の膨出環５５を乗り越え上昇させると、膨出環５５が突出環
４６の下端縁に係合して、注出パイプＥと結合させた塗布具保持体Ｆを取付カバーＧと一
体化させる。
【００２６】
　次いで、組立が完了した塗布部材ＣをスプリングＨを介して中栓Ｂに装着させるには、
中栓Ｂの嵌着筒１０と下連結壁１１と内筒１２とによって形成された環状溝にスプリング
Ｈの下部を挿入した後、スプリングＨの上方から塗布部材Ｃの取付カバーＧを被せて、ス
プリングＨを圧縮しながら、中栓Ｂの案内外筒１４に取付カバーＧの下部筒壁５３内周下
端部の係止環５７が案内外筒１４外周上端部の係止突条１５を乗り越えるまで押し込む。
　これと同時に、注出パイプＥの筒体３１下端の弁筒３３は、中栓Ｂの案内内筒１７内周
に嵌挿される。
　これにより、図５に示すように、塗布部材Ｃは、スプリングＨによって上方に付勢され
るが、取付カバーＧの下部筒壁５３の係止環５７は、中栓Ｂの案内外筒１４の係止突条１
５と係合することによって上昇が規制される。
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【００２７】
　次いで、塗布部材Ｃと一体化された中栓Ｂを容器Ａの口筒部４内周に嵌挿させ、中栓Ｂ
のフランジ１３下面を口筒部４の筒端面６と当接させる。
【００２８】
　最後に、図１に示すように、塗布部材ＣにカバーキャップＤを被せ、カバーキャップＤ
の下部側周壁６４を廻動して口筒部４に螺合させていくと、カバーキャップＤは下降し、
キャップ段部６３下面が、カバー段部５２上面と当接して、塗布部材ＣをスプリングＨに
抗して下降させ、カバーキャップＤが最下降位置に達すると、注出パイプＥの弁筒３３下
端が中栓Ｂの底壁１８に当接し、注出パイプＥの弁筒３３と係止リング２０とが係合して
流通孔１９を閉鎖し、注出孔３０が塞がれることになる。
【００２９】
　次に、本塗布容器の使用態様と作用効果について説明する。
　本実施例では、内容液として、リップグロス、口紅、その他の化粧料、薬品等が容器内
に収納され、化粧料、薬品等の塗布容器として用いられている。
【００３０】
　使用にあたっては、図１の状態から、カバーキャップＤを開蓋するために廻動すると、
カバーキャップＤの上昇に伴って、キャップ段部６３によって押さえ込まれていた塗布部
材Ｃの取付カバーＧがスプリングＨによって上方に押し上げられる。
　最終的には、取付カバーＧは、下部筒壁５３の係止環５７が中栓Ｂの案内外筒１４の係
止突条１５と係合して、上昇が阻止される。
【００３１】
　取付カバーＧの上昇と同時に、注出パイプＥも筒体３１が中栓Ｂの注出パイプ受け筒２
２のシール突条２１と摺接しながら、案内内筒１７に沿って上昇する。
　注出パイプＥの上昇に伴って、それまで弁筒３３と係止リング２０との係合によって閉
じられていた案内内筒１７の流通孔１９が開口され、容器Ａ内部と注出パイプＥの注出孔
３０が連通されることにより、容器Ａの胴部２を押圧すると、内容液を刷毛４０に注出す
ることができる。
　すなわち、容器ＡからカバーキャップＤを廻動して取り外すだけの１アクションで、容
器Ａ内の内容液を塗布具である刷毛４０に注出して塗布することができる。
【００３２】
　刷毛４０を所望する被塗布面に押し当て、動かしていくと、所望する塗布範囲に内容液
を塗布することができる。
　塗布が終わって使用しないときには、カバーキャップＤを廻動して閉じると、中栓Ｂの
流通孔１９が閉じられることにより、誤って容器の胴部２を押圧しても、内容液が中栓Ｂ
から注出パイプＥに流出することがない。
【００３３】
　また、スプリングＨは、中栓Ｂの内筒１２によって内容液の流路から隔離され、嵌着筒
１０と下連結壁１１と内筒１２とによって形成された環状溝に収容されることにより、容
器Ａ内の内容液がスプリングＨに触れることなく、中栓Ｂの流通孔１９から注出パイプＥ
に流入させることができる。
【００３４】
　本実施例では、塗布具として刷毛を採用しているが、刷毛に換えて、スポンジ、または
フエルトなど多孔性塗布具を用いることもできる。
　また、本実施例では、容器としてチューブ容器を採用しているが、通常のスクイズ容器
、その他のものであっても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は、内容液として、リップグロス、口紅、その他の化粧料、薬品等が容器内に収
納され、化粧料、薬品等の塗布容器として用いられるが、その他にも、糊、接着剤、塗料
その他粘性液の塗布容器としても利用できる。
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【符号の説明】
【００３６】
　Ａ　　　　　　容器
　Ｂ 　　　　　 中栓
　Ｃ　　　　　　塗布部材
　Ｄ　　　　　　カバーキャップ
　Ｅ　　　　　　注出パイプ
　Ｆ　　　　　　塗布具保持体
　Ｇ　　　　　　取付カバー
　Ｈ　　　　　　スプリング
　１　　　　　　口部
　２　　　　　　胴部
　３　　　　　　隔壁
　４　　　　　　口筒部
　５　　　　　　開口
　６　　　　　　筒端面
　７　　　　　　雄ネジ
　１０　　　　　嵌着筒
　１１　　　　　下連結壁
　１２　　　　　内筒
　１３　　　　　フランジ
　１４　　　　　案内外筒
　１５　　　　　係止突条
　１６　　　　　上連結壁
　１７　　　　　案内内筒
　１８　　　　　底壁
　１９　　　　　流通孔
　２０　　　　　係止リング
　２１　　　　　シール突条
　２２　　　　　注出パイプ受け筒
　３０　　　　　注出孔
　３１　　　　　筒体
　３２　　　　　取付フランジ
　３３　　　　　弁筒
　３４　　　　　突出環
　３５　　　　　膨出環
　３６　　　　　抜け止め環
　４０　　　　　刷毛
　４１　　　　　刷毛保持部
　４２　　　　　注出パイプ保持部
　４３　　　　　挿入孔
　４４　　　　　刷毛保持孔
　４５　　　　　膨出環
　４６　　　　　突出環
　４７　　　　　回り止め外歯
　５０　　　　　上壁
　５１　　　　　上部筒壁
　５２　　　　　カバー段部
　５３　　　　　下部筒壁
　５４　　　　　刷毛収束筒
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　５５　　　　　膨出環
　５６　　　　　回り止め内歯
　５７　　　　　係止環
　６０　　　　　頂壁
　６１　　　　　側周壁
　６２　　　　　上部側周壁
　６３　　　　　キャップ段部
　６４　　　　　下部側周壁
　６５　　　　　雌ネジ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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